
▲泥まみれ.慣れない手つきでがんばりました｡

▲ここでは老人会や土地改良区の人たちが先生です｡

赤米の田植えを体験　6月25日(金)

恒例の赤米の田植えが柳新田で行われ.長里小学校

の4年生と小長井･遠竹小学校の5年生約75人が.舌

代のﾛﾏﾝを感じながら農業体験を行いました｡

田植えは､柳新田土地改良区と老人会の方の指導を

受けながら,約10ｱｰﾙの田んぼに赤米の苗を植え付

けましたo

赤米は. 9月上旬にきれいな赤い穂を実らせ, 10月

には.この子どもたちの手で収穫をする予定になって

います｡



知っておきたい
市町村合併情報

本
町
で
開
催
さ
れ
た

2
0
回
目
の
合
併
協
議
会

7
月
ｰ

2
日
(
月
)
､
第
2
0
回
目
の
県
央
地
区
-
市
五
町
合
併
協
議
会
が
､

小
長
井
文
化
ﾎ
ｰ
ﾙ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

議
事
で
は
､
認
定
事
項
一
件
､
議
決
事
項
一
件
､
報
告
事
項
一
件
が

提
出
さ
れ
､
長
時
間
に
わ
た
り
熱
心
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

議
事
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

I　　.I . ∩
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7月14日(水)､総務大

臣の告示があり､ 1市

5町の合併が法白勺に吉

認められました｡

(総務省告示第575号)

一
総
務
省
告
示
日
に
役
場
庁
舎
に
掲
げ
ら
れ
た
懸
垂
幕

■
認
定
事
項
■

⑳
平
成
ｰ
5
年
度
歳
入
歳
出
決
算

視
察
研
修
旅
費
や
委
託
料
､
事
務

局
費
な
ど
約
7
4
5
万
円
を
不
用
額

と
し
､
歳
出
総
額
2
'
6
7
0
万
8
千

r~"t I

■
議
決
事
項
■

◎
平
成
ｰ
6
年
度
歳
入
歳
出
補
正
予
算

平
成
ｰ
5
年
度
の
不
用
額
を
受
け
入

れ
'
合
併
啓
発
事
業
補
助
金
や
委
託

料
を
7
4
5
万
円
追
加
し
'
歳
入
歳

出
予
算
総
額
3
'
7
3
5
万
2
千
円

に
｡

■
報
告
事
項
■

⑳
合
併
関
連
手
続
き
の
経
過

4
月
2
8
日
合
併
協
定
調
印
式
後
の

経
過
を
報
告
｡

【
調
整
結
果
の
報
告
】

合
併
協
定
書
に
お
い
て
､
合
併
時

に
調
整
'
ま
た
は
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
な
っ
て
い
た
事
項
等
に
つ
い

て
調
整
さ
れ
た
内
容
を
報
告
｡

①
町
､
字
の
区
域
､
名
称
の
取
扱
い

に
関
す
る
こ
と
三
協
定
2
5
号

･
諌
早
市
は
現
行
ど
お
り
'
小
長
井

町
は
字
の
名
称
の
中
の
　
｢
名
｣
　
を
削

除
す
る
｡

(
例
)
　
合
併
前
　
｢
北
高
来
郡
小
長

井
町
小
川
原
浦
名
｣
　
1
合
併
後
　
｢
諌

早
市
小
長
井
町
小
川
原
浦
｣

②
広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と
三
協
定

2
8
号

･
編
集
基
本
方
針
言
行
政
の
説
明
責

任
や
情
報
公
開
を
念
頭
に
､
よ
り
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
す
る
｡

構
成
-
特
集
の
強
化
､
地
域
情
報
･

住
民
参
加
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
の
充
実
｡
発
行

回
数
≡
月
-
回
｡
発
行
日
-
毎
月
2
 
0

日
｡
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ
-
A
4
版
｡

③
建
設
関
係
に
関
す
る
こ
と
…
協
定

5
2
号

･
生
活
道
路
の
定
義
を
統
一
｡
現
在

5
町
で
実
施
し
て
い
る
工
事
費
の
補

助
制
度
を
廃
止
し
'
諌
早
市
で
実
施

し
て
い
る
　
｢
す
み
よ
か
事
業
｣
　
の
委

託
料
･
修
繕
料
･
原
材
料
支
給
の
内

容
に
機
械
借
上
げ
料
を
拡
充
さ
せ
､

各
支
所
及
び
出
張
所
に
予
算
配
分
し

て
実
施
す
る
｡

･
旅
館
建
築
規
制
に
つ
い
て
は
'
諌

早
市
の
条
例
を
基
本
に
調
整
｡

④
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と
三
協
定

58
号

･
学
校
運
営
に
閲
し
意
見
を
述
べ
る

無
報
酬
の
学
校
評
議
員
を
各
学
校
5

人
以
内
で
設
置
す
る
(
現
在
本
町
は

1
校
3
人
の
み
)
｡
任
期
は
委
嘱
日

か
ら
年
度
末
ま
で
｡

･
就
学
指
導
委
員
の
構
成
内
訳
･
職

務
･
活
動
内
容
を
定
義
｡
定
数
は
ｰ
5

人
以
内
(
現
在
本
町
の
み
で
1
5
人
)
｡

任
期
は
2
年
｡
報
酬
は
諌
早
市
の
例

と
す
る
｡

⑤
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
…
協
定

5
9
号

･
社
会
教
育
委
員
の
構
成
内
訳
･
職

務
･
活
動
内
容
を
定
義
｡
定
数
は
1
0

人
以
内
(
現
在
本
町
の
み
で
9
人
)
｡

任
期
は
2
年
｡
報
酬
は
諌
早
市
の
例

と
す
る
｡

･
公
民
館
運
営
審
議
会
の
委
員
の
構

成
内
訳
･
職
務
･
活
動
内
容
を
定
義
｡

定
数
は
2
5
人
以
内
(
現
在
本
町
に

は
文
化
ﾎ
ｰ
ﾙ
運
営
委
員
が
2

0
人
)
o

任
期
は
2
年
｡
報
酬
は
諌
早
市
の
例



ﾄ
合
併
協
議
会
の
開
催
状
況
(
ﾊ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾙ
ﾎ
ｰ
ﾙ
に
て
)

と
す
る
｡

･
図
書
館
協
議
会
の
委
員
の
構
成
内

訳
･
職
務
･
活
動
内
容
を
定
義
｡
定

数
は
1
 
0
人
以
内
(
現
在
本
町
に
は

無
)
｡
任
期
は
2
年
｡
報
酬
は
諌
早

市
の
例
と
す
る
｡

⑥
文
化
に
関
す
る
こ
と
三
協
定
6
0
号

･
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
構
成

内
訳
･
職
務
･
活
動
内
容
を
定
義
｡

定
数
は
1
 
0
人
以
内
(
現
在
本
町
の
み

で
6
人
)
｡
任
期
は
2
年
｡
報
酬
は

諌
早
市
の
例
と
す
る
o

⑦
体
育
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
6
一
号

･
体
育
指
導
委
員
の
定
数
は
8
 
0
人
以

内
　
(
本
町
は
8
人
の
ま
ま
)
｡
任
期

は
2
年
｡
報
酬
は
諌
早
市
の
例
と
す

る
｡

⑧
農
業
委
員
会
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
三
協
定
8
号

･
9
選
挙
区
　
(
諌
早
市
4
･
各
町
1
)

と
し
'
有
権
者
数
に
比
例
し
た
委
員

定
数
を
定
め
る
　
(
本
町
は
1
 
3
人
が
3

人
に
)
0

⑨
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
　
(
そ
の

-
)
　
三
協
定
4
4
号

･
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
を
諌

早
市
の
制
度
に
統
一
｡
小
長
井
町
の

管
理
補
助
金
制
度
は
廃
止
｡

⑯
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と
　
(
そ
の

-
)
…
協
定
4
5
号

･
許
可
手
数
料
を
諌
早
市
の
額
に
統

一
｡
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
手

数
料
4
'
0
0
0
円
'
し
尿
浄
化
槽

清
掃
業
の
許
可
手
数
料
4
'
0
0
0

円
'
再
交
付
申
請
手
数
料
2
､
0
0
0

円
｡
(
現
在
5
町
は
'
そ
れ
ぞ
れ

l
､
0
0
0
円
'
2
､
0
0
0
円
'

-
o
o
円
)

⑪
公
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と
　
(
そ
の

-
)
三
協
定
5
3
号

･
駐
車
場
の
使
用
許
可
台
数
'
使
用

料
､
保
証
金
､
車
庫
証
明
の
発
行

等
に
つ
い
て
定
義
　
(
本
町
で
は
田

原
団
地
と
田
代
団
地
の
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
1
区
画
1
月

-
'
o
o
o
円
と
な
る
)
0

⑪
公
園
に
関
す
る
こ
と
　
(
そ
の
-
)

三
協
定
5
4
号

･
公
園
の
占
用
使
用
料
を
諌
早
市
･

多
良
見
町
が
準
ず
る
道
路
占
用
料
の

額
に
統
一
(
5
町
は
丙
地
か
ら
乙
地

料
金
に
な
る
)
0

･
行
商
等
の
場
合
の
占
用
料
は
長
崎

県
公
園
条
例
に
準
じ
て
定
め
る
｡

･
有
料
公
園
施
設
'
有
料
遊
具
の
使

用
料
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
｡

知っておきたい
市町村合併情頚鼠

ｫ. ::�"*'

の
集

市
募

早
を

諌
員:.im:

諌早市･多良見町･森山町･飯盛町･

高来町.小長井町が合併して誕生する新

"諌早南"の職員を募集します｡

■受付期間

8月2日(月　-17日(火)

■受付場所　小長井町総務課､諌早市職

員課､多良見町総務課､森山町総務課､

飯盛町総務課,高来町総務課

■第1次試験

日時: 9月19日(日)

場所:諌早市立諌早中学校

(諌早市西郷町930- 1)

■試験区分(職種).採用予定数

①上級職(行政･土木･建築)､若干名

②中級職(保育士)､若干名

③初級職(事務･土木)､若干名

■受験資格等

(D昭和49年4月2 Ej以降に生まれた人｡

建築については､ 1級建築士の免許を有

する人または､平成17年3月末までに

取得見込みの人｡

②昭和49年4月2日以降に生まれた人

で､保育士の資格を有する人または､平

成17年3月末までに取得見込みの人｡

③昭和58年4月2日以降に生まれた人｡

※次に該当する人は受験できません｡

(1 )B本国籍を有し沿い人

(2)地方公務員法16莱の規程に該当す

c..

くわしくは､小長井町役場総務課へ｡

TEL : 0957-34-2111

･､ -　卜　7 I(二　*, o-　し
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■投票所別の投票結果

投票所

第1 (遠竹)

第2 (井崎)

第3 (小川原浦)

第4 (田原)

第5(牧)

第6 (長里)

第7 (みさかえ)

期日前投票

合　計

▲今回から役場に設置された期日前投票所

空
選挙区選出議員選拳闘雫

政党名　　　候補者名

日本共頑

民主党

自由民主

当日投票資格者数(人)　投票者数(人)　　投票率(%)

男　　女　　計　　男　　女　　計　　男　　女　　計

280　317　597　178　208　38663.5765.6264.66

375　436　811　237　329　56663.2075.4669.79

533　591 1,124　301　353　65456.47 59.73 58.19

227　267　494　125　152　27755.0756.9356.07

220　272　492　138　178　31662.7365.4464.23

518　616 1,134　306　368　67459.07 59.74 59.44

146　476　622　　24　156　180 16.44 32.77　28.94

0　133　146　279　　　　　　-　　1

2,299 2,975 5,274; 1,442 1,890 3,332 62.72 63.53 63.18

得票数　　　投票数

比例代表選出講且選挙開票結果

政　党　名　　候補者数　得票数　　　投票数

r公明党　　　　　　17

民主党　　　　　　　26

日本共産党　　　　25 r鮎w

■最近の投票率の状況(男女別)

執行日

H13. 7.29

叫14. 2. 3

H15.4.13

H15. 4.27

H15.1l. 9

H16. 1.18

H16. 7.ll

選　挙　名

参議院議員選挙

長崎県知事選挙

長崎県議会議員選挙

町長町議会議員選挙

衆議院議員選挙

市町村合併住民投票

参議院議員選挙

汐警急を冬'<2

93.0

態
投　票　率　　　雪

男　女　平均易

66.26%　67.81%　67.14%

62.80%　64.31%　63.65%

66.00% 67.00M 66.5磯
86.59%　84.35%　85.33*

66.07%　64.66%　65.27%

76.21%　76.20%　76.21%

62.72%　63.53%　63.18%

年
金
問
題
と
ｲ
ﾗ
ｸ
へ
の
自
衛
隊

派
遣
を
2
大
争
点
に
'
7
3
選
挙
区
と

4
8
比
例
代
表
の
計
1
2
-
議
席
を

争
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
第
2
0
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
､
7
月
1
一
日

(
日
)
に
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
o

開
票
の
結
果
､
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
で
は
'
民
主
党
公
認
の
新
人

犬
塚
直
史
氏
/
o
i
N

w
/
が
'
自
民
党
公
認

の
現
職
､
松
谷
蒼
一
郎
氏
(
｣
)
に
約

4
1
'
0
0
0
票
の
差
を
つ
け
て
当

選
｡
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
に
お

い
て
も
'
自
民
党
1
5
席
に
対
し
民
主

党
が
1
9
議
席
を
占
め
'
総
議
席
で
選

挙
前
の
7

0
議
席
か
ら
凱
議
席
へ
と
大

き
く
躍
進
し
ま
し
た
｡

本
町
に
お
い
て
も
､
町
内
の
7
つ

の
投
票
所
で
'
午
前
7
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
投
票
､
そ
の
後
､
深
夜
ま

で
か
か
っ
て
開
票
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
o

本
町
で
の
開
票
結
果
は
'
選
挙
区

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
開
票
結
果

で
松
谷
氏
(
1
'
9
0
7
票
)
が
犬
塚

氏
(
1
'
0
8
8
票
)
に
約
8
0
0
票

差
で
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
､
比
例
代
表
で
は
総
得

票
数
で
自
民
党
-
'
L
O
O
O
L
O
�
"
O
i
票
'

民
主
党
7
6
4
票
､
公
明
党
4
4
6

票
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
｡

今
回
か
ら
は
､
｢
期
日
前
投
票
制

度
｣
が
導
入
さ
れ
'
役
場
で
の
不
在

者
投
票
が
簡
単
で
ｽ
ﾑ
ｰ
ｽ
ﾞ
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
'
そ
の
数
は
前
回
の

参
院
選
(
平
成
1
3
年
7
月
2
9
日
)
の

3
0
8
票
か
ら
3
5
6
票
に
増
加
し

ま
し
た
が
'
投
票
率
は
｡
｡

c
o
｡
｡
¥
｡

i
-
I
o
¥
の

低
調
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
｡
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小
長
井
の
人
た
ち
が
会
っ
て
大
騒
ぎ
し
た
総
会

▲はじめに新宮会長のあいさつ

7
月
1
ｰ
日
(
日
)
'
東
京
都
浜
松
町

の
芝
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
ﾎ
ﾃ
ﾙ
で
'
第
1
7
回
東

京
小
長
井
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
関
東
近
辺
に
居
住
す
る
本
町
出

身
の
皆
さ
ん
に
､
こ
の
日
上
京
し
て

参
加
し
た
1
 
3
人
　
(
男
性
1
 
1
人
､
女
性

2
人
)
　
が
加
わ
り
､
総
勢
8
9
人
の
総

会
と
な
り
ま
し
た
｡

総
会
で
は
'
役
員
紹
介
や
事
業
･

会
計
の
報
告
と
計
画
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
｡総

会
の
後
に
は
'
待
ち
か
ね
た
懇

親
会
が
あ
り
'
小
長
井
弁
で
の
懐
か

し
い
故
郷
の
諸
に
花
が
咲
き
ま
し

た
｡今

回
は
'
小
長
井
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾃ
ﾚ

ﾋ
ﾞ
が
特
別
に
編
集
し
た
､
小
長
井
の

風
景
や
ﾋ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｵ
ﾚ
ﾀ
ｰ
が
放
映
さ
れ

た
他
'
漁
協
提
供
の
ｶ
ｷ
や
町
制
作

の
ﾋ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｵ
'
c
D
'
絵
本
な
ど
の
抽

選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
｡

最
後
に
は
'
浮
立
や
恒
例
の
皿
踊

り
が
飛
び
だ
し
て
､
会
場
は
今
年
も

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
｡

や
っ
ぱ
り
最
後
は
､
こ

の
踊
り
(
皿
踊
り
)
　
▼

▲
森
さ
ん
の
浮
立
の

笛
に
､
野
中
さ
ん
の

掛
け
が
舞
う
｡

▲ふるさとの様子をﾋﾞﾃﾞｵで放映

『東京小長井会に

参加して』
小長井町漁協

野　田　清　一

(釜二)

去
る
7
月
ｰ
1
日
､
第
1
7
回
東
京
小

長
井
会
総
会
に
､
漁
協
よ
り
組
合
長

と
私
の
2
人
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
｡

総
会
の
中
'
出
席
者
の
紹
介
'
ﾋ
ﾞ

ﾃ
ﾞ
ｵ
､
そ
れ
に
漁
協
の
宣
伝
と
言
っ

て
は
何
で
す
が
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
の
ｶ
ｷ

ｾ
ｯ
ﾄ
1
0
名
桜
へ
の
抽
選
会
が
行
わ

れ
'
そ
の
間
に
漁
協
の
　
｢
小
長
井
育

ち
ｶ
ｷ
｣
　
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
時
間
も
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
｡私

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
参
加

で
'
久
し
ぶ
り
の
兄
弟
'
友
人
と
の

再
会
に
嬉
し
か
っ
た
り
近
況
に
驚
か

さ
れ
た
り
で
感
動
の
一
目
で
し
た
｡

最
初
は
見
知
ら
ぬ
人
ば
か
り
と

思
っ
て
い
た
の
が
､
懇
親
会
に
移
り

皆
様
方
が
私
は
誰
々
の
兄
'
姉
と
気

軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
'
昔
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
｡

又
､
私
が
漁
協
直
売
店
の
担
当
を

し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
'
小
長
井

の
ｶ
ｷ
'
ｱ
ｻ
ﾘ
の
話
に
な
り
ま
す

と
'
小
長
井
会
の
会
員
の
中
に
も
大

勢
の
電
話
や
ﾌ
ｧ
ｸ
ｽ
注
文
の
常
連

の
お
客
さ
ん
も
お
ら
れ
'
お
名
前
は

存
じ
な
が
ら
直
接
お
会
い
し
て
名
前

と
顔
が
一
致
し
'
た
い
へ
ん
嬉
し
い

ひ
と
と
き
で
し
た
｡

漕
が
進
む
に
つ
れ
'
皆
さ
ん
長
い

東
京
生
活
で
も
根
っ
か
ら
の
小
長
井

人
の
集
ま
り
に
思
え
て
'
ふ
る
さ
と

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
｡
私
も

ふ
る
さ
と
小
長
井
を
守
る
一
員
と
し

て
'
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
参
り
た

い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
一
日
に

な
り
ま
し
た
｡

ど
う
か
帰
省
さ
れ
た
折
り
に
は
､

漁
協
の
直
売
店
に
お
寄
り
く
だ
さ

い
｡
お
い
し
い
小
長
井
育
ち
海
の
幸

を
揃
え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

冬
に
は
､
当
選
者
の
方
に
お
い
し

い
ｶ
ｷ
ｾ
ｯ
ﾄ
を
送
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
｡
そ
れ
で
は
､
新
宮
会
長
様

を
始
め
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
期

待
し
､
又
'
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
｡
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経営が分離された後吉

沿線住民の足の確保と

利便性の向上を願って

7
月
1
2
日
(
月
)
'
北
高
来
郡
鉄
道

輸
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
向
上
推
進
期
成
会
会

議
が
､
合
併
協
議
会
終
了
後
'
文
化

ﾎ
ｰ
ﾙ
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
｡

こ
の
期
成
会
は
'
前
身
で
あ
る
l

R
長
崎
本
線
存
続
期
成
会
の
要
望
事

項
に
対
し
'
平
成
1
 
3
年
3
月
､
長

崎
県
知
事
か
ら
　
｢
九
州
新
幹
線
長
崎

ﾙ
ｰ
ﾄ
の
開
業
時
に
並
行
在
来
線

(
肥
前
山
口
-
諌
早
間
)
　
は
鉄
道
と

し
て
残
し
'
そ
の
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の
向
上

長
崎
新
幹
線
は
良
い
こ
と
だ
が
-

に
努
め
る
｡
｣
　
と
の
旨
の
回
答
を
受

け
'
平
成
1
 
2
年
度
に
解
散
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
'
そ
の
替
わ
り
と
し
て
発

足
し
た
期
成
会
で
す
｡

こ
の
目
の
会
議
に
は
'
北
高
来
郡

4
町
の
町
長
･
議
長
が
出
席
し
'
来

年
3
月
に
市
町
村
合
併
を
控
え
'
今

後
の
運
営
や
経
費
の
取
扱
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
｡協

議
の
結
果
'
合
併
ま
で
は
本
会

を
存
続
さ
せ
､
期
成
会
の
趣
旨
や
住

民
の
意
向
を
新
市
へ
引
き
継
ぐ
た
め

の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
｡

土　　　間且　　　　　"10L

恒ﾘE王】E:りaim?古>ri -JOT

一読暮は.ことばとｺｺﾛを育てま7.-

夕
べ
の
ひ
と
と
き
や
､
寝
る
前
の
ｰ
0
分
間

読
み
き
か
せ
や
お
話
し
を
し
て

｢
温
か
い
こ
と
ば
の
時
間
｣
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
｡

読
書
は
､
こ
と
ば
と
ｺ
ｺ
ﾛ
を
育
て
ま
す
｡

.読　　　　こﾆ0･･.∫.-】

①絵本は親子が感動を分かち合うもので~苑面白い本･楽し

い本を選びましょう｡

良い本で子どもをｸﾞｯと引きつけ､ ｢宅う-回読んで｣に

はとことんつきあいましよう｡

たくさんの本と出会わせ､家族をつなぐお気に入りの一冊

を見つけましよう｡

②自然な声で･ゆっくりと･心を込めて読みましょう｡

大げさな抑揚やｼﾞｴｽﾃT,一はいりませんo文章どおりに

素直に読めばいいのでg.子ど吉は目で絵を読み､ fj:から

ことばを感じていまgo

⑨落ち着いた読書環境を作りましょう｡

夕食後や寝る前にﾃﾚﾋﾞを消して､落ち着いて集中できる

場所で読みましょう.できるだけ毎日o

④途中で質問したり､感想を強いることはやめましょう｡

読みっぱなしでいいのでgo絵本のつくり出す世界に子ど

吉をゆったりと誘い込んでください｡

⑤読みきかせは.小学校に上がってもつづけましょう｡

文字が読めることとことばがわかることはちがうのです｡

Eからの豊かなことば体験が子ど吉の感性を育みます｡

長崎県教育委員会

お問い合わせ

◎長崎県教育庁生涯学習課

TELO95 -822-9410

FAXO95-826~1306　　ｺｺ¢ねっこ
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北高来郡最後の郡体は､飯盛町が主会場となり､

15種目の競技が予定されています｡

町民皆さんのご協力とご声援をお願いします｡

競技別の開催日と会場は次のとおりです｡

【8月22日(日)】

(●雨天実施､ ●雨天順延)

■総合開会式

●陸上(男･女)

町民総合運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

(雨天時:飯盛町民体育館)

町民総合運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

●ﾊﾞL/-ﾎﾞｰJb (男･女)飯盛町民体育館

●壮年SPｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

●女子SPｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

●相　　　撲

●卓　　　球

【8月29日(日)】

●壮年ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

●婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

●軟　式　野　球

●FPｿﾌﾄﾎﾞ-II

●実年SPｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

●剣　　　道

●ｿﾌﾄﾃﾆｽ

■総合閉会式

飯盛中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

飯盛西小学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

町民総合運動場相撲場

飯盛東小学校体育館

飯盛町民体育館

飯盛町民体育館

町民総合運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

町民総合運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

飯盛中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

飯盛東小学校体育舘

町民総合運動場ﾃﾆｽ場

町民総合運動場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

(雨天時:飯盛町民体育舘)

･X 8月22日と29Bに雨天で競技ができない種目につ

いては､ 9月5日(日)に延期して開催される予定

です｡

′､-　卜　7 /しこ　ﾅ⊥7)ヾし
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▲汚泥処理様に据え付けられている脱水機

6
月
3
0
日
(
水
)
､
小
長
井
浄
化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ
の
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡本

町
で
は
'
快
適
で
安
全
な
暮
ら

し
と
海
や
用
排
水
路
な
ど
の
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
'
平
成

8
年
度
に
事
業
認
可
を
受
け
､
平
成

2
2
年
度
ま
で
の
計
画
で
　
｢
小
長
井
町

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
｣

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

全
体
計
画
区
域
　
i
C
D
O
i
O
'
全
体

計
画
人
口
は
5
､
0
0
0
人
と
な
っ

て
お
り
'
総
事
業
費
約
6
7
億
円
が
見

浄
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
完
成
を
祝
う

込
ま
れ
て
い
ま
す
｡

今
回
の
通
水
式
は
､
平
成
ｰ
5
年
度

に
竣
工
し
た
下
水
処
理
場
の
場
内
整

備
や
汚
泥
棟
建
設
工
事
･
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ

ﾙ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
設
置
工
事
な
ど
の
完
成

と
､
安
全
で
円
滑
な
施
設
の
稼
働
を

祈
願
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

下
水
道
は
'
平
成
1
5
年
4
月
か
ら

は
'
長
里
地
区
の
一
部
の
地
域
で
供

用
も
開
始
さ
れ
て
お
り
'
接
続
さ
れ

た
家
庭
は
快
適
な
生
活
環
境
を
得
ら

れ
て
い
ま
す
｡

現
在
'
牧
地
区
の
T
部
で
も
供
用

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
､
接
続

が
可
能
な
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

は
､
早
め
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
o



6月27BC日)､時折強い雨が降る中､第30回町民相

撲大会が町民相撲場で開催されました｡

成績は次のとおりです｡ (敬称陀)

【団体】 ■小･中学生の部①小川原浦②牧③井崎､ ■一

般の部①遠竹②小川原浦③長里､ ■総合①小川原浦②長

里③遠竹

【個人】 ■小･中学生の郡(小3) ①野口勝行②山本大

曙③吉次期平･末永健志､ (小4) ①立石亮介②池田友

斗③村上鴻志･富永久､ (小5) ①中村雄大②川畑湖太

③山本徹･馬場圭佑､ (小6) ①富永生穂②鶴田勇人③

山口糊也･中島雄大､ (中1) ①中島大輔②徳永和輝③

岩永健吾･村永芳彦､ (中2) ①山口英樹②村永幸仁､ (中

3) ①堤将大②村永孝典

小学生の卓球部｢小長井=jﾕﾆｱ｣ (監督:池EB雪博

さん)のﾒﾝﾊﾞｰが､ 8月27日･28日に北九州市で開

催される､第9回九州大会小学生の部へ出場します｡

出場するのは､団体戦に小長井小6年の黒EB真璃亜さ

ん､松本夏純さん､水口奈緒子さんと長里小6年の池Efj

安苅さんの4人です(松本夏純さんは個人戦にt出場).

4人は5月から6月にかけて行われた､予選の県大会

で上位入賞を果たし､今回の出場権を手にしました｡

｢小長井ｼﾞｭﾆｱ｣には､町内の小学3-6年生10人

のﾒﾝﾊﾞｰがおり､毎週火曜Ejを練習E]に活動していま

すが､現在は大会に向けて週3日の特訓中とのことです｡

九州大会での活躍をお祈りします｡

T
小
長
井
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾆ
ｱ
ﾁ
ｰ
ﾑ
の
み
な
さ
ん

6月29日(火)､農業委員選任証交付式が､町長室で

行われました｡

今回の交付lま､前古賀忠臣町長の辞任に伴い､ 6月定

例議会で山下勝紀町長が推薦を受け､また､農協推薦理

事の高上良栄氏が退任されたことにより､農協から前田

晴幸氏(小川原満五)が推薦を受け､それぞれ選任されま

した｡

小長井町の農業委員は､選挙委員13人と選任委員4

人の計17人で､町の農地と農業の担い手を守り､育てて､

力強い農業･農村を築くため尽力されています｡

■
長
里
小
6
学
年
の
教
室
に
て

6月29日(火)､ｹｰﾌﾟ)L'ﾃL/ﾋﾟでおなじみの阿納美

由紀ｱﾅｳﾝｻｰが､長里小学校の6年生を対象に､情

幸副文集や整理･発信の仕方についての講習を行いましたo

長里小6学年では､わくわくﾀｲﾑ｢長里ｽﾃｷ発見

-ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞで伝えよう-｣と題し､長里の自然･

文化･歴史などをｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞで､多くの人に知って

吉らおうという取り組みにより､長里の良さを再発見し

ていくことにしています｡

この作業の中で､人々にうまく情報を伝えるためのｺ

ﾂを教えて毛らいたいとの要請があり､阿納さんは､自

分白身が普段の仕事の中で心掛けていることを子ど看た

ちにわかりやすく説明しましたc



6月27日(日)､ｼｰﾊｯﾄおおむらにおいて少林寺

ｽ
ﾀ
-
卜
を
待
つ
選
手
た
ち
(
一
年
女
子
8
0
0

拳法第27回長崎県大会が開催され､小長井支部も最優　m

秀賞の土井･山口両挙士を筆頭に好成績を収めました｡

成績は､次のとおりです｡ (敬称桔)

なお､中学生の森駿責･久米綾太･森祥真･山口拓人･

江口美樹挙士の5名は､ 10月10[]福岡市で開催の九州

大会に出場する予定です.健闘をお祈りします｡

■組演武白･黄帯の部①(最優秀賞)土井基希･山口允人､

(敢闘賞)佐藤智美･堤　大輝

■組演武緑帯の部(敢闘賞)江頭このみ･江口樹里

■組演武茶帯の部(敢闘賞)田川慎太郎･矢竹-誠,清水

康子･久米文弥

■組演武中学段外の部②(優秀賞)森　祥真･山口拓人

■組演武中学有段者の部(参(優良賞)森　駿昌･久米綾太
■単独演武白･黄帯の部(敢闘賞)江口由樹也

■単独演武茶帯の部(敢闘賞)土井啓輔

■単独演武中学段外の部②(優秀賞)江口美樹

■単独演武中学有段者の部(敢闘賞)佐藤智恵･清水美花･

荒木祥峰

6月20B (日)､中学校体育館で第20回婦人会ﾍﾟｰｼﾞｪ

ﾝﾄが行われました.

大会では､ｴｱﾛﾋﾞｸｽ"ｽﾏｲﾙ"の林先生の指導

で準備運動をした後､年代別に分かれ地区別対抗ﾐﾆﾊﾞ

L/-が行われ､汗を流しながら親睦と融和が図られまし

た｡競技の結果は次のとおりです｡

【40歳以下】 ①井崎②田原　【41歳以上】 ①築切②牧

^
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
を
楽
し
む
お
年
寄
り

6月23日(水)､県立総合運動公園陸上競技場で開催

された､第57匝]jﾋ高来郡中学校体育連盟陸上競技大会
の主な成績は､次のとおりですo (敬称陀)
【男子】 2年100m①沖EB龍彦(大会新)､ 3年100m①
堤　和樹､ 1年400mﾘ¥s-0参村永･坂口･佐藤･福本､

2年400mﾘL/-①山口･沖田･平山･嵩下､低学年
400mﾘﾚｰ③岩下･坂口･佐藤･沖田､共通400mﾘﾚｰ
③堤､月元､水口､横EB､共通走高跳(D土井豊文(大会
節) ②吉次　修､共通砲丸投③堤　和樹

【女子】 1年800m①原EB奈末(大会新)､ 2年800mCら
LLJ本久留美(大会新)､低学年80mﾊｰﾄﾞﾙ(診LLJ□静吾､
1年400mﾘL/-(卦石橋･高橋･新宮･原田､ 2年400
mﾘﾚｰ③堤･中村･島田･山口､低学年400mﾘﾚｰ
③堤･石橋･高橋･原田

｢　　　　　　　　　　　　　　　　　l　.

ﾅｲﾀｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会が開催されました｡

この大会は､健康づくりを目的に毎年開催されており､

共催の国民健康保険から入賞者をはじめ7Ti-)L'ｲﾝﾜﾝ

の方や参加者全員にも記念品が贈られましたo

今回は､小･中学生の参加がありませんでしたが､そ

の分お年寄りが多く参加､約50名がﾅｲﾀｰ照明の中

でｹﾞｰﾑを楽しみました｡

各種目の優勝者は次のとおりです｡ (敬称惜)

【50-59歳の部】 ①馬場照治､ 【60-69歳の部】 (D新

宮芳信､ 【70-74歳男性の部】 (D林田和男､ 【70-74

歳女性の部】 ①末長ｻｸｴ､ 【75歳以上の部】 ①新宮富男

なお､ﾎ-)L'ｲﾝﾜﾝ賞は､ 11名でしたo



荏.児童扶養手当を受給されている方は

現況届を.また.特別児童扶養手当を受覗
給されている方は所得状況届を8月中に行って

ください｡

現況届けを忘れると.手当を受給できなくなる

ことがあります｡

●
児
童
扶
養
手
当
　
　
　
.

こ
の
手
当
は
'
父
と
生
計
を
同
じ

に
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

に
寄
与
し
'
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
当
で

す
｡

【
受
給
資
格
】

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
'
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

0
d
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
･

こ
の
手
当
は
'
知
的
､
又
は
'
身

体
に
障
害
を
有
す
る
在
宅
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
手
当
で
す
｡

【
受
給
資
格
】

身
体
障
害
､
又
は
'
知
的
障
害
の

あ
る
2
 
0
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
｡

●
資
格
喪
失
届

現
在
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

で
､
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
速
や
か
に
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
｡

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
受
給
さ
れ
た
手
当

は
'
全
額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
｡

※
手
当
の
申
請
は
'
支
給
要
件
に

至
っ
た
口
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経

過
し
た
と
き
は
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す
｡く

わ
し
く
は
､
役
場
福
祉
保
健
課

(
国
m
-
c
^
-
^
-
)
　
へ
｡
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は.半分以上が水分で占められてい

体内の水分を10%失うと脱水によ人望冨竿
る様々な症状が現れ. 15%の水分がなくなると.

生命が危険な状態になります｡重症に陥る前に.

早め早めに水分を補給するようにしましょう｡

●
ど
ん
な
症
状
?

○
口
が
渇
く

○
頭
痛

○
吐
き
気

○
め
ま
い

○
皮
膚
の
乾
燥

○
体
温
の
上
昇

○
か
ら
だ
が
だ
る
い

○
目
が
く
ぼ
む

水分が不足すると血が

濃くなり､血管が詰まり､

脳梗塞や心筋梗塞を起こ

しやすく沿りまg.

○
尿
の
量
･
回
数
が
減
る

●
予
防
方
法
は
､
.
､
'

0
1
日
に
約
1
･

2
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
は
水
分

補
給
を
(
成
人
の
1
日
に
必
要
な
水

分
量
は
約
2
･
5
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
｡
食
品
に
含

ま
れ
る
水
分
で
ﾕ
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
ぐ
ら
い

は
補
給
で
き
'
さ
ら
に
体
内
で
栄
養

素
が
燃
え
る
と
き
に
生
じ
る
水
分
が

o
･
3
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
程
度
あ
り
ま
す
｡
)

○
汗
を
か
い
た
り
'
下
痢
を
し
た
時

に
は
十
分
な
水
分
補
給
を

○
水
を
飲
む
と
き
は
ゆ
っ
く
り
か
む

よ
う
に
(
ｶ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
飲
み
を
せ
ず
'
ｺ
ｯ

ﾌ
ﾟ
に
-
､
2
杯
飲
ん
だ
ら
'
.
1
0

分
ほ
ど
間
隔
を
あ
け
て
､
ま
た
飲
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
｡
な
お
､
冷
た

い
飲
み
物
は
食
欲
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
ご
注
意
を
｡
)
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■介護保険会計の収支状況

(平成15年度)

【歳入】

平成15年度の第1号保険料(65歳以

上)は､ 5,868万円です｡このうち保険

給付費に5,776万円､財政安定化基金拠

出金に38万円支出しております｡残額

は介護保険準備基金に積み立てられ翌年

度以降の保険給付費にあてられます｡

【歳出】

平成15年度介護保険ｻｰﾋﾞｽ利用者

は､ 199名(65歳以上195名､ 40-64歳

4名)で､総額約3億5千万円のｻｰﾋﾞ

ｽが提供されました｡

また介護保険の認定を受けていない

142名の方について吉､これまでどお

り介護予防事業を実施しﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

1,803万円･配畠ｻｰﾋﾞｽ216万円･外

出支援事業52万円･ﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業

88万円を支出しています｡

′､-　卜　つ/しこ　′▲がし､
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■介護保険ｻｰﾋﾞｽの利用状況(平成15年度)

平成15年度末現在の要介護認定者は235名(去年よﾘ5名増)ですが､

実際にｻｰﾋﾞｽ利用している方は199名(去年よﾘ1名減)でした｡

事業計画試算に対し施設利用者数は,ほぼ計画どおりの人数です｡在宅

ｻｰﾋﾞｽ利用者は､痴呆対応型共同生活介護(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)が平成

14年に町内に2施設が設置されたのに伴い､大幅に増加しています0

【在宅･施設別】
利用人数(人)

構成比(%)

支払総額(円)

構成比(%)
1人あたり平均
支払額(円)

154

77.4

1 92,398,5 1 0

54.2

45　　　　　　　　199

22.6　　　　　　　1 00.0

1 62,7 1 8,048　　　355, 1 1 6,558

45.8　　　　　　　1 00.0

1 ,249,341　　　　β 1 5,957　　　　1 ,784,505

【ｻｰﾋﾞｽ別】

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ)

訪問入浴介護

訪問看護

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

通所介護(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ(ﾃﾞｲｹｱ)

短期入所生活介護

居宅療養管理指導

福祉用具貸与

痴呆対応型共同生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護保険施設特定診療費

介護保険施設食事費用額

居宅介護(支援)福祉用具購入費

居宅介護(支援)住宅改修費

居宅介護(支援)ｻｰﾋﾞｽ計画給付費

審査支払手数料

高額介護(居宅支援)ｻｰﾋﾞｽ責

267　　8,855,658

45,000

1 64　　5,422,6 1 7

25　　　586,350

1,198　50,544,243

910　60,017,247

75　　4,133,142

6 1　　537,030

470　　6,835,590

172　38,507,112

396　96,378,334

7 1  1 6,989,309

83　24,229,396

2,675,079

-　　22,445,930

833,815

1,922,297

-　1 4, 1 58,409

637,79 1

2,071,157

2.5

0.0

1.5

0.2

14.

1 6.8

1.2

0.2

1.9

1 0.8

26.9

4.7

6.8

0.7

6.3

0.2

0.5

4.0

0.2

0.6

｢
介
護
保
険
制
度
｣
が
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ

し
て
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
｡

第
工
期
事
業
運
営
期
間
(
平
成
1
2

-
14
年
度
)
を
無
事
終
了
し
､
現
在

第
2
期
事
業
運
営
期
間
に
入
り
'
制

度
の
浸
透
と
と
も
に
着
実
に
定
着
を

見
せ
て
い
ま
す
｡

今
回
は
'
平
成
1
5
年
度
の
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ｽ
の
利
用
状
況
や
決
算
の
状
況
を
紹

介
し
ま
す
｡



甲種防火管理者
資格取得講習会

■講習日

9月15日(水)-16日(木)9時- 16時

■講習会場　大村消防署

■定員100人

■申込期間　8月9日(局)-9月6日

(局)定員になり次第終了

危険物取扱者
保安講習会

■日時(D給油取扱所(ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝ

ﾄﾞ)従事者･- 9月16日(木) 13時- 16時

②上記以外の事業所で危険物を取り

扱っている従業員-9月17日(金)13

時-16時

■申込期限　8月24日(火)

+会場　諌早市勤労者福祉会館

就職支援ｾﾐﾅｰ

無料であなたの就職活動を応援｡

■対象　県内に居住し仕事を探してい

るおおむね35歳以上の人

■講習内容　自己分析､求職情報の入

手方法､応募書類の書き方,面接喜川練

■日時(諌早会場) 8月10日(火)-

11日(水) 9時30分- 16時30分

■会場(諌早会場)諌早文化会館

■締切　定員20人になり次第

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ従業員が

けが人や急病人を応急処置

当本部では､平成14年3月15日か

ら｢民間救命ｽﾃｰｼｮﾝ認定制度｣

が発足し､救命講習会を受講し資格を

取得した従業員が常時勤務する事業所

が民間救命ｽﾃ-ｼｮﾝとして認定さ

れています｡

諌早消防署管内では, 45事業所(ｶﾞ

ｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等)が認定されており､

事故発生時には､救急隊が現場に着く

までの問､応急処置を行います｡

｢県民祈りの

｢県民祈りの日｣には､ 1分間の黙

とうを捧げましょう｡

○県では､原爆被爆者のご冥福をお祈

りし､平和への誓いを新たにするため

に､毎年8月9日を｢県民祈りの日｣

に定めています｡

○来る8月9 Ejは､原爆投下時刻の午

前11時2分に県民の方々がそれぞれ

の家庭で､また職場において､ｻｲﾚ

ﾝ･鐘などに合わせて､ 1う)問の黙と

うを捧げられますようお願いします｡

子どもの人権特設相談所
性の悩みごと相談所開設

子ど吉の人権問題(いじめ･虐待な

ど)､女性の人権問題(暴力･つきまと

い･ｾｸﾊﾗなど)の相談に応じるた

め次により相談所が開かれます｡

■日時　8月24日(火)10時-16時

■場所　諌早市役所生活相談室

小長井町さざんか会館

健康ﾃﾚﾌｫﾝ

【8月のﾃｰﾏ】

(月)むくみについて

(火)低侵襲性の手術

(水)風疹

(木)点鼻薬の使い方

(金)精神科へのかかり方

(土　B)健診で尿に血が混ざっている

と言われたら

(祝日)前日のﾃｰﾌﾟ

ありがとう
ございました

【社会福祉協議会へ金一封】

●香典返し

故　　城　ﾐﾂﾖ横

道族　城　　正秋様(牧三)

故　　梅林喜美雄横

道族　梅林ｷﾐ王様(川内)

故　　徳山　勝夫横

道族　徳山　克己様(牧二)

故　　田川ﾀﾂ工横

道族　EE]川　　章様(ffl原-)

管 内 の 交 通 事 ≠�">* ; * 王 u rn

6 月未現在
発 生

t ｻ
死者数 傷者数

諌 早 市 3 83 2 54 1

前年比 + 2 ▲ 6 + 44

森 山 町 28 0 -3

前年比 + 8 ± 0 + 14

高 来 町 28 2 45

前年比 ■ 3 + 2 + 0

小長井町 7 0 10

前年比 ■ 3 ± 0 - ｰ

■ g 月 中 の 交 通 事 故 巡 回 相 談 …姦

8 月 2 5 日 (水 ) 10時 ～ 1 6時

諌 早 市 役 所 に て

■■■ tSSSf 繕 ■

EL【W H S * !* ｺ ≧匹r一
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自衛官募集
長崎県美術展覧会
(第49回県展)作品

人のうごき

16年6月未(前月との比較)

■人口　　　　6,689人ﾄ　9)

男　　　　3,022人(+　2)

女　　　　3,667人(- ll)

■出生　　　　　　2人(+ 1)

■死亡　　　　　　7人(+　4)

■転入　　　　　13人(±　0)

■転出　　　　　15人(+　3)

■世帯数　　　2,481戸(-　2)

/､-　卜　7 /し二　*⊥がし
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【①一般曹候学生. ②曹候補士､ ③婦

人自衛官､ ④航空学生】

II応募資格　ｩ18歳以上24歳未満の

人､ ②③18歳以上27歳未満の人, ④

高卒(見込合)21歳未満の人

■試験日

①②9月18日(土)､ ③9月26日

(日) -27日(月)､ ④9月23日(木)

■試験会場(∃0)諌早文化会館､ ③陸

上自衛隊大村駐屯地､ (重大村郵便局

■受付期間

①-④8月2日(局)-9月8日(水)

第43回長崎県
勤労者美術展作品

勤労のかたわら創作された美術作品

を募集します｡

■出品資格　県内に勤務または居住の

勤労者とその家族(学生を除く)､求職

中･職業ill練中･内職労働の人

※出品部門を職業とする人は除くo

■出品部門

洋画､日本画､書､写真の4部門

■出品点数･出品料1人1品1,000円

■申込と作品搬入期間　9月10日(金)

-9月12日(日)　9時-17時

■展示会場と期間　長崎市民会館展示

ﾎｰﾙ･ 10月20日(水)-24日(日)

に身近な金融講座
受講者募集

■対象者　日本国内在住者(個人)｡応

募者多数の場合lま抽選

■受講期間10月-17年1月(4回)

■募集人員　約5,000人

■受講費用　無料｡ただし添削課題の

郵送料は受講者負担(80円× 4回)

■部門　日本画･洋画･彫刻･工芸･書･

写真･ﾃﾞｻﾞｲﾝ

■出品規定　平成元年4月1日以前生

まれで県内に居住しているか､本県居

住者を保護者とする大学･高校等在学

者｡

出品は1人1点(他部門への出品は

諾める)で自作未発表の右のに限る｡

■出品申込み　8月2日(局)-8月9

日(局)まで出品申込書記入の上､出品

料を添えて申し込むこと｡

■出品料　3,000円｡高校生(これに準

ずる人を含む)は1,500円

年指導のための通信教育

受講生(第27期)募集

■対象者　青少年に関わる仕事や活動

をしている人o

■募集期限11月30日(火)

■募集人員　300人

■在籍期間　この通信教育は基本的に

2年間(特別な事情がある場合には4

年間)ｺｰｽです｡

{受講料　22,000円(2年度Ejに集合

研修費用として別途28,000円)

∪ﾀｰﾝ大学等新卒者
合同企業面談会

県内企業等と県内就職希望者が一堂

に会し対面方式で面談します｡

■対象者　∪ﾀｰﾝ希望者､大学等新

卒者､一般求職者等

■日時(長崎会場) 8月11日(水)13時

-16時(受付は12時-15時30分)

■会場(長崎会場)

長崎県立総合体育館ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

■参加企業　50社予定
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か
つ
て
'
長
崎
市
に
八
･
八
･
八
と
名

付
け
ら
れ
た
取
り
組
み
が
あ
っ
た
の

を
､
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
〇
八
･
八
･
八
と
は
､
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
臼
の
前
夜
'
八
月

八
日
の
夜
八
時
に
､
家
庭
の
電
灯
を
一

斉
に
消
そ
う
と
い
う
右
の
で
す
｡
第
二

次
世
界
大
戦
中
は
､
敵
か
ら
夜
間
の
爆

撃
を
防
ぐ
た
め
に
､
家
の
電
灯
を
外
へ

漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
｢
灯
火
管

制
｣
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
｡
こ
の
試
み

は
､
大
戦
中
の
市
民
の
生
活
を
追
体
験

し
､
平
和
へ
の
願
い
を
共
有
し
て
吉
ら

う
た
め
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
｡
平
和
へ

の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
長
崎
市
の
試
み

は
､
日
に
見
え
て
結
果
が
出
ず
､
数
年

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
､
そ
の

後
､
こ
の
試
み
は
各
地
へ
広
ま
り
ま
し

た
｡
今
年
ﾓ
ｰ
年
の
う
ち
で
最
責
仮
の

短
い
夏
至
の
日
な
ど
に
､
東
京
ﾀ
ﾜ
I

な
ど
の
ﾗ
ｲ
ﾄ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
施
設
､
約
二
千

ｶ
所
ｶ
ﾞ
一
斉
に
消
灯
し
､
五
百
万
人
が

明
か
り
の
な
い
静
か
な
夜
を
す
ご
し
ま

し
た
o
長
崎
か
ら
全
国
へ
広
が
っ
た

八
･
八
･
八
は
'
戦
争
の
悲
惨
さ
や
､
あ

の
痛
ま
し
い
原
爆
投
下
の
日
を
忘
れ

ず
､
与
つ
一
度
平
和
の
あ
り
方
を
見
直

す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
.

先
日
､
私
は
学
校
の
平
和
学
習
で
､

あ
る
ﾋ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｵ
を
見
ま
し
た
｡
そ
れ
は
､

日
本
人
で
初
め
て
｢
国
境
な
き
医
師
団
｣

に
入
っ
た
買
戸
朋
子
さ
ん
が
､
母
校
に

帰
り
､
先
輩
と
し
て
一
日
だ
け
後
輩
に

授
業
を
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
｡
｢
国

境
な
き
医
師
団
｣
と
は
､
世
界
中
の
医

師
た
ち
が
､
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
で
参
加
す

る
z
G
O
で
す
.
紛
争
､
自
然
災
害
､

伝
染
病
t
t
ど
に
苦
し
む
人
々
へ
の
医
療

援
助
'
衛
生
管
理
､
栄
養
補
給
､
医
療

施
設
の
改
修
､
現
地
の
医
療
関
係
者
の

ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
｡
活
動
地
域
は
百
八
十
ｶ
国
に
お
よ

び
､
派
遣
さ
れ
る
場
所
の
中
に
は
､
被

災
地
や
戦
争
中
の
街
な
ど
吉
あ
り
､
時

に
は
弾
丸
の
雨
が
ふ
り
､
命
の
保
障
は

あ
り
ま
せ
ん
｡
買
戸
さ
ん
は
'
ｱ
ﾌ
ｶ
ﾞ

ﾆ
ｽ
ﾀ
ﾝ
や
ﾎ
ﾞ
ｽ
ﾆ
ｱ
･
ﾍ
ﾙ
ﾂ
ｴ
ｺ
ﾞ

ﾋ
ﾞ
ﾅ
と
い
う
､
地
雷
が
ま
だ
多
く
残
っ

て
い
る
危
険
な
場
所
へ
人
々
を
助
け

に
行
き
ま
し
た
｡
彼
女
は
｢
平
和
を
求

め
る
以
上
は
､
他
人
の
平
和
が
侵
さ
れ

た
と
き
に
自
分
が
そ
の
人
の
た
め
に
血

を
流
す
く
ら
い
の
覚
悟
で
な
い
と
､
世

界
は
な
り
た
っ
て
い
か
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
｡
｣
と
言
っ
て
い
ま

す
.
平
和
を
守
N
?
r
｣
と
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
｡
そ
こ
ま
で
の
覚
悟
は
ま
だ

私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､
買
戸
さ
ん
の

話
を
聞
き
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
､
自

分
で
古
平
和
の
た
め
に
何
か
し
た
く
て

い
て
看
た
っ
て
看
い
ら
れ
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
｡
私
た
ち
は
平
和
が
当

た
り
前
と
い
う
環
境
の
中
で
育
っ
て
き

ま
し
た
｡
ﾆ
ｭ
ｰ
ｽ
な
ど
で
､
他
の
国

の
戦
争
を
日
に
し
た
事
は
あ
っ
て
吉
､

あ
ま
り
に
自
分
と
か
け
離
れ
て
い
て
､

実
感
が
伴
わ
沿
い
(
無
関
心
)
､
ま
さ

に
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
の
で
す
o
私
は

｢
八
･
八
･
八
｣
､
そ
し
て
買
戸
さ
ん
の
ﾋ
ﾞ

ﾃ
ﾞ
ｵ
に
よ
っ
て
､
平
和
の
あ
り
方
を
宅

う
1
度
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
ま
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し
た
｡
世
界
に
目
を
向
け
る
と
､
戦
争

や
ﾃ
ﾛ
が
多
発
し
て
い
ま
す
｡
毎
日
を

お
び
え
L
L
b
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
吉
い

る
の
で
す
.
私
が
考
え
る
平
和
と
は
'

世
界
中
の
み
ん
沿
が
幸
せ
で
心
か
ら

笑
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
で
す
｡
も
ち
ろ

ん
争
い
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
.
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
こ
そ
が
平

和
な
の
で
す
.

で
は
世
界
中
の
人
々
が
平
和
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
､
私
た
ち
に

や
れ
る
こ
と
は
沿
い
で
し
ょ
う
か
o
私

は
l
)
こ
長
崎
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
｡
被

爆
を
体
験
し
た
国
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
｡
そ
れ
は
一
人
で
吉
多
く
の
人
に
､

原
子
爆
弾
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
と
､
二

度
と
あ
の
よ
う
な
事
を
起
こ
し
て
は
な

ら
L
L
6
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡
そ
し

て
核
兵
器
の
廃
絶
と
､
世
界
に
平
和
を

訴
え
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
.
み

ん
な
が
､
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は

t
t
t
f
な
い
こ
と
と
､
平
和
の
尊
さ
を
改

め
て
考
え
る
よ
う
に
怠
れ
ば
､
世
界
は

変
わ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
D

平
和
は
初
め
か
ら
そ
こ
に
あ
る
吉
の

で
は
な
く
､
作
り
あ
げ
る
吉
の
､
そ
し

て
守
っ
て
い
<
べ
き
も
の
だ
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
o
毛
し
吉
､
私
た
ち

の
未
来
が
誤
っ
た
道
へ
進
吉
う
と
し
た

ら
､
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
長

崎
で
は
､
高
校
生
-
万
人
署
名
活
動
が

あ
り
ま
す
｡
高
校
生
と
し
て
出
来
る
限

ら
れ
た
中
で
､
始
ま
っ
た
こ
の
署
名

運
動
｡
政
治
活
動
に
あ
た
る
と
し
て
高

校
内
で
の
活
動
を
制
限
さ
れ
た
り
､
年

配
の
男
性
か
ら
｢
戦
争
吉
知
ら
ん
若
者

が
こ
ん
な
事
を
し
て
亡
何
吉
な
ら
ん
o
｣

と
い
う
言
葉
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
り
し
な

が
l
i
W
､
<
じ
け
蔓
]
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
｡
｢
大
切
な
事
は
署
名
を
し

て
事
ら
う
事
に
よ
っ
て
､
い
か
に
多
く

の
人
に
核
廃
絶
や
平
和
を
意
識
し
て
考

え
て
毛
ら
え
る
か
､
私
た
ち
が
や
ら
な

け
れ
ば
｡
｣
と
い
う
強
い
意
志
で
こ
の

活
動
を
広
め
ま
し
た
｡
今
で
は
海
外
の

仲
間
へ
と
､
そ
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
｡
私
た
ち
中
学
生
も
､
先
輩
た

ち
に
続
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

そ
の
た
め
に
､
私
た
ち
は
吉
っ
と
世
界

に
目
を
向
け
､
こ
こ
長
崎
か
ら
平
和
の

尊
さ
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
｡

お
が
た
ま
の
き

(
短
歌
)

久
方
の
梅
雨
の
晴
れ
ま
の
青
空
に
ま
ぶ

し
き
光
り
木
々
に
さ
し
こ
む石

原
　
昌
子

梅
雨
し
と
ど
薄
紫
の
あ
じ
さ
い
は
雨
に

う
た
れ
て
色
う
つ
く
し
く

石
原
　
昌
子

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
災
害
救
援
研
修
で
心
に

し
み
る
講
演
を
き
く

平
田
富
美
子

雲
仙
の
噴
火
の
あ
と
も
す
さ
ま
じ
く
目

の
前
に
し
て
呆
然
と
件
む

平
田
富
美
子

今
も
な
お
白
い
煙
を
吐
く
さ
ま
を
平
成

ﾈ
ｲ
ﾁ
ｬ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
よ
り
見
る

平
田
富
美
子

し
た
た
か
に
雨
の
降
り
つ
ぐ
庭
な
れ
ど

む
く
げ

木
種
あ
か
る
く
た
だ
咲
き
に
お
う

矢
竹
　
典
子

一
筋
の
飛
行
機
雲
を
眺
め
つ
つ
明
日
の

予
定
を
変
え
る
人
あ
り

矢
竹
　
典
子

初
成
り
の
西
瓜
そ
な
え
て
天
の
川
孫
の

短
冊
竹
の
風
舞
う

石
丸
　
雪
枝

梅
雨
あ
け
を
告
げ
て
鳴
く
の
か
蝉
の
声

青
空
の
ぞ
き
今
朝
の
す
が
し
さ

吉
次
　
ﾂ
ﾔ

早
朝
の
墓
参
り
帰
り
の
道
す
じ
に
鬼
百

合
の
花
つ
ゆ
を
宿
し
て

吉
次
　
ﾂ
ﾔ

雷
の
ひ
と
き
わ
高
く
轟
き
て
雨
ど
し
や

降
り
し
梅
雨
明
け
に
け
り

徳
永
　
豊
子

梅
雨
明
け
の
野
に
出
で
見
れ
ば
輝
き
て

気
負
い
立
ち
た
る
夏
草
の
山徳

永
　
豊
子

(
俳
句
)

く
ち
な
し
の
渡
る
夜
空
に
香
り
立
つ

石
丸
　
雪
枝

七
夕
や
短
冊
流
す
天
の
川

石
井
　
清
流

汗
ば
み
し
ｽ
ﾞ
ﾎ
ﾞ
ﾝ
の
折
り
目
革
も
み
じ

石
井
　
清
流

原
爆
碑
五
十
数
年
和
を
願
い中

村
の
ぼ
る

炎
暑
来
て
心
身
と
も
に
や
け
落
ち
そ
う

中
尾
　
房
子

(
川
柳
)

年
金
と
ｲ
ﾗ
ｸ
派
兵
で
票
は
散
り

石
井
　
清
流

保
守
王
国
三
選
な
ら
ず
年
と
い
う

石
井
　
晴
流

鈴
虫
や
深
夜
の
眠
り
安
ら
か
に

中
村
の
ぼ
る

【
会
員
外
か
ら
の
投
稿
作
品
】

(
川
柳
)

年
金
と
ｲ
ﾗ
ｸ
で
自
民
株
を
下
げ

森

　

春

義

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
と
は
芸
N
｡
人
が
騒
ぐ
箱

森

春
義
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1　1砂

〝　　　　　　　//

3　　　火

4　　水

//　　　　　　　"

5　　木

//　　　　　　〝

10　　火

〝　　　　　　//

11　　水

12　　木

16 :月

17　　火

18　　水

古紙類ﾘｻｲｸﾙ(古新聞･雑誌･段ﾎﾞｰﾙ･牛乳ﾊﾟｯｸ･古着)
(9 :00-12:00長里町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄｯｸﾊｳｽへ)

第24回消防団放水競技大会(9 : 30小町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

飼えなくなった大の引き取り(9 :00までに役場へ,次は17日)

燃えないｺﾞﾐ収集日(8 : 30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

第49回郡民体育大会選手結団式(20 : 00-町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにて)

ﾘﾊﾋﾞﾘ教室
(9 : 00-15 : 00おがたま会館､次は24日･ 31日文化ﾎ-ﾙにて)

社協心配ごと相談(13 : 30-16 : 30さざんか会館にて,次は19日)

妊婦教室(9 : 30-12 : 00文化ﾎｰﾙにて)

乳児健診(13 : 00-13 : 15受付､文化ﾎｰﾙにて)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容韓包装収集日
(8 : 30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ,次は25日)

人権相談･行政相談(10 : 00-15 : 00さざんか会館にて)

育児ｻｰｸﾙ｢わくわくｸﾗﾌﾞ｣ (10:30-12:00文化ﾎｰﾙにて)

1歳半児健診(13 : 00-13 : 15受付,文化ﾎｰﾙにて)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ･ﾄﾚｰ･発泡ｽﾁﾛｰﾙ収集日
(8 : 30までに各地区のｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝへ)

19　　木;あけぼの会健康相談(10:00-12:00文化ﾎｰﾙにて)

･′　■　〝　　小長井町断酒懇談会(19:00-21:00文化ﾎｰﾙにて)

20 ;金　環†蕊甥苧3'.ｱ幣既発3:3｡受付.文化ﾎ_ﾙにて)

22　　◎　第49回郡民体育大会(8 :20-飯盛町にて)

24　　火
子どもの人権相談･女性の悩みごと相談
(10 : 00-16 : 00さざんか会館にて)

27　　金　　農業委員会(9 : 30-役場会議室にて)

29　　噂I　第49回郡民体育大会(8 :30-飯盛町にて)

31 .火
第21回県央地区-市五町合併協議会
(13 : 30-多良見町町民ｾﾝﾀｰにて)

下旬　　　　　民生児童委員定例会(14 : 00-　さざんか会館にて)
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雌8出生者　　　保護者地区
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7′6山開

7′9深堀
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【おしあわせに】

新郎▼新婦

R¥

il号こしlﾐv.,
1.'.
-増IllこiK主

西田直子

小満大志

道脇智美

山南大剛

隈本亜希子

英一　大久保

武志　井崎四

直樹　小川原浦四

町

都
　
　
　
　
町
　
四
　
見
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切

南
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崎

良

早

原
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柳
高
井
多
諌
　
田

【おくやみ】

死亡者　　　　年齢

北島　尭書　　83歳

柴原　ｲﾉ　　81歳

徳山　勝夫　　89歳

城　ﾐﾂﾖ　　79歳

三

区
竹
原
　
二
　
三

地
遠
　
田
牧
牧

※個人情報保護のため､届出者等の

承諾分について掲載しています｡
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